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 英語名：Nephrogenic diabetes insipidus 

 

 

A .患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。ただ、副

作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気づいて」

対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを参考に、患者さん

ご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」があることを知っていただき、

気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

腎性尿崩症は 1 日の尿が 3 リットル以上に増えてしまう病気で、多尿

に伴い、のどの渇きや飲水の増加を認めます。高カルシウム血症、低カリ

ウム血症、慢性腎盂腎炎によって起こりますが、躁状態治療薬、抗リウマ

チ薬、抗 HIV薬、抗菌薬、抗ウイルス薬などの医薬品により引き起こされ

る場合があります。医薬品を使用後に、次のような症状がみられ、その症

状が持続する場合には、医師・薬剤師に連絡して、放置せず受診してくだ

さい。 

「尿量の著しい増加」、「激しい口渇」、「多飲」 

 

 また、連絡、受診の際には、服用した医薬品の種類、服用からどのくら

い経っているかなどを医師・薬剤師に伝えてください。 

 

腎性尿崩症 
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１．腎性尿崩症とは？ 
1 日の尿が 3 リットル以上と増えてしまう病気です。多尿に伴いのど

の渇きや飲水の増加を認めます。腎臓で抗利尿ホルモン（バソプレシン）

（脳の下垂体から分泌されるホルモン）が効かなくなっていることが原

因であり、先天性と後天性があります。先天性の原因は遺伝であり、後

天性の原因は、高カルシウム血症、低カリウム血症、慢性腎盂腎炎や、

医薬品などです。  
 

２．早期発見と早期対応のポイント 
医薬品が原因の場合、原因と考えられる医薬品の服用後数日から 1年

後に発症することが多いのですが、数年以上経ってから起こることもあ

ります。 

 医薬品の服用後に「尿量の著しい増加」「激しい口渇」がみられ、その

症状が持続する場合には、すみやかに医師・薬剤師に連絡してください。 

 また連絡の際には、服用した医薬品の種類、服用からどのくらい経っ

ているかなどを医師・薬剤師に連絡してください。 
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている独立行

政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することができます。 

http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用したにも

かかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害について、医療費、医

療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


